
奈良国立文化財研究所要項

Ｉ事業概要

１研究普及事業

公開講演会

(1)1974年５月25日第35回公開講演会

「掘立柱建物の推移」 宮木長二郎

「古代の土馬」 小笠原好彦

(2)1974年11月16日第36回公開識演会

「古代炊飯具の系譜」 木下正史

「奈良時代の大嘗祭」加藤優

現地説明会

(1)1974年８月31日平城宮跡内裏東北隅及び西

南隅発掘調査現地説明会吉田恵二

(2)1974年10月12日大官大寺講堂跡発掘調査現

地説明会山中敏史

(3)1974年12月７日薬師寺西僧房跡発掘調査現

地説明会岡lll英男，黒崎直，千'11剛道

(4)1975年３月29日平城京左京八条三坊発掘調

査現地説明会佐藤興治

平城宮跡資料館・覆屋公開

(1)春季特別公開

1974年４月28日～５月６日見学者7,615名

秋季特別公開

1974年10月26日～11月10日見学者16,645名

(2)見学者数

区分資料館｜擾屋’計

1974138,636163,1551101,791

累計燕’140,1371332,9141473,051

来演料館は1970年度。班屋は1968年度以降

21974年度文部省科学研究費補助金による研究

研究課題（種類担当者交付金額）

南都諸寺寺誌資料の収集ならびに研究

総合研究Ａ長谷川誠2,200千円

古代手工業製品の材質分析による生産地の決定

一般研究Ａ佐原真1,500千円

大和における条里条坊の復原的研究

一般研究Ａ狩野久18,000千円

屋瓦生産から難た811t紀における地方寺院造鴬

事情の研究

一般研究Ｃ森郁夫1,000千門

平安時代官窯瓦当文の系譜的研究

一般研究，佐藤興沿

ササン朝文化の東漸

奨励研究Ａ山本忠尚

弥生時代住居構造の基礎的研究

奨励研究Ａ大脇潔

250千円

220千円

220千門

３飛鳥資料館の開館及び運営

(1)開館

飛鳥演料館の開館式は３月15日午後２時から同

館前庭で文化庁長官，次長，奈良県，明日香村等

の関係者のほか各界の代表，歴史・考古・美術関

係者など約500人の出席の下に行われた。

式は，小川所長の式辞（後掲），安達文化庁長

'自あいさつ，渡辺近畿地方建設局長竣工あいさつ

の後，飛鳥古京を守る議員連盟会長（山岡事務局

災代読），奥田奈良県知事（池田教育長代読），

岸下明日香村長の祝辞があり，設計者，施工業者，

展示関係協力者，地元協力者等への感謝状の贈呈

が行なわれ終了した。式後，安達文化庁長官，岸

下明日香村長の手によるテープカットの後，開館

展示の披露が行なわれた。

翌16日からは，一般に公開され，一般公開初日

には，1600人余の観覧者を数えるほどの盛況で，

展示も好評で，きわめて良好なスタートをきっ

た。

(2)展示

第一展示室常設展示

第二展示室開館記念特別展示「仏教伝来飛

烏への道」（50.3.16～50.6.8）

(3)普及

普及事業としては，玄関正面のインフォーメー

ションルームに，飛鳥関係図諜約50冊を開架図書

として書棚に並べ一般観覧者の参考に供するとと

もに，学芸室職員が，入館者の質問に応ずるイン

フォーメーションサービスを行なった。

この他に展示関係のカタログとして次の二冊を

刊行した。

飛鳥資料館案内（常設展示カタログ）

仏教伝来一飛鳥への道（特別展示カタログ）
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奈良国立文化財研究所要或

(4)入館者数

(1975.3.16～3.30開館日数1311）

１普通観覧|団体観覧
般’5,80711,417

小・中学生’１，４４７１２５６

計’7,25411,673

有料計｜無料合計

8,927 728 9.655

(5)盗料の購入等

購入四天王寺軒九瓦，石川結舎軒丸瓦，

扶余天王寺軒九瓦，．lri済蓮華文噸，各１個

模造製作銅造阿弥陀三尊（露文・「山l｣l殿｣銘）

銅板小野毛人墓誌（国宝），水泥古城石

‘縮一部，鳳風文瓶（璽文），避浦寺出土好

九瓦，111皿寺出土軒九瓦，岡寺川士聯九瓦，

飛鳥寺出土軒九瓦，百済軒丸妬

４埋蔵文化財センターの研修・指導

研修

地方公共団体において埋城文化財保護行政を

狐当する者に対して，埋蔵文化財の発掘調査及

び保存についての専門的知識と技術について研

修を行ない，埋蔵文化財の保謹に盗することを

目的として，次の研修を実施した。

(1)昭和49年度第１期埋蔵文化財発掘技術渚研修

（一般課程）

1974年７月29Ｒ～８月30日（参加者15名）

(2)昭和49年度節２期埋蔵文化財発掘技術者研修

（一般課程）

1975年１月20日～２月2８１１（参加者15名）

(3)研修員受入

船木義勝（秋111県教委文化課）

1974年５月12日～６月13Ｒ

内山誠一郎（千難県東金市教委）

1975年３月３日～３月2011

調査指導

（北海道）遠矢第１Iチャシコツ（岩手）毛越寺

（宮城）木戸窯跡，Ｆ１の出窯跡，大吉111窯跡，多

変城跡（秋田）払111冊跡（南山）じJ:うべのま

遺跡（布川）御経塚遺跡（隔井）一乗谷朝倉

氏遺跡（山梨）勝沼氏館跡（長野）奈良井宿，

条里遺跡（岐阜）不破関，美渋国分寺跡（愛

知）大山廃寺（三敗）多気町窯跡，御蕊IIl･占張

跡，斎王宮跡（京部）恭仁宮跡（大阪）池上

・四ツ池遺跡（兵庫）五色塚古墳，但馬国分僧

寺跡（和歌山）紀伊風土記の丘（鳥取）伯蕎

国分尼寺跡（島根）出雲国庁跡，富田河床遺跡，

出雲国分尼寺（岡山）熊山遺跡，備前国分寺跡

（広島）草戸千軒町遺跡，宮の前廃寺跡（福岡）

井原・三雲遺跡（沖縄）座喜味城跡（海外）

インドネシア・ポロブドール仏跡

その他発掘技術者講習会（岐阜），都市開発計

画に伴う埋蔵文化財の調森（三重）等の指導。

５その他

委員会等

平城・飛鳥藤原宮跡調査整備指導委員会

(1)整備部会1974年５月16日於平城宮跡資料館

(2)平城宮跡整備雑木計画策定に関する小委員会

1974年９月９日於平城宮跡資料館

飛鳥資料館運営協議会

1974年11月29｢ｉ於飛鳥資料館

外国出張

川越俊一広島大学イラン学術調査隊員とし

てイランに派過された。：考古学的発掘調査及

び遺跡・遺物の分布調査。

1974年10月１日～同年11月９日

牛川喜幸文部欄在外研究員としてデンマー

ク・スウェーデン・オーストリア・オランダ・

餌ドイツ・フランス・イタリアに派遣された。

：写真測地の文化財調査への応用及び遺跡保存

修紫方法の研究。併せてポロブドール仏跡修復

のための写真計測技術協力としてインドネシア

に派避された。：同仏跡修復のため写真計測に

関する講義嫌。

1974年10月１，～同年12月８日

伊東太作ポロブドール仏跡修復のための写

真計測技術協力としてインドネシアに派遮され

た。

1974年11月3011～1975年１月31日

森郁夫アスパック交換研究員として韓国

に派造された。：韓国における古代仏教遺跡及

び川土遺物の調査研究。

1974年12月12日～1975年１月22日

海外学者・研究者受入

ユネスコフェローとして，日本の文化財及びその

保護の現状を視察及び研修する目的をもって来日

した，米国内務省国立公園局公園史跡保護部次長

－６７－



称

RobertMUtley並びにポーランド国立民族学

博物館首席文化財保謹官DanielTwmek両氏

をそれぞれ1974年５月29日～６月８日，５月３１

日～６月14日の間当研究所に受入れ，使覚供

与を計った。

モンゴル政府の寺院修復専門家Myatavyn

Tsembeldo1j(文化省文化財修復局壁画師)，

MaidarynOrgil（ウランバートル絵画研究建設

委員会建築士)，RavdangiynDamdinjamts(中

央博物館研究員)3氏を1974年８月261.1～同月３１

日まで受入れ，測雄技術及び写其測1,tの研修を

行なった。

協力事業等

(1)特別史跡高松塚古城の保存施設設侭に伴う亦

前調査並びに工jli:施工等に，1974年７月上旬よ

り年度末まで，随時文化庁に協力した。また壁

画修復に関する応急措腫並びに調査が11月22Ｆ１

並びに1975年３月２７．２８日に行われたが，これ

にも協力した。

(2)第２同平城宮跡保存整備委員会を平城宮跡資

料館で開催(文化庁主催)1974年５月28日。

館３回平城宮跡保存整備委員会を平城宮跡淡料

館で開催(文化庁主催)。1974年10月1411

(3)文化庁では1971年度から特別史跡藤原宮跡の

同有化を進めており，1972年度からは当研究所

が文化庁から支出委任を受けて買収本務を担当

しているが，1974年度の状況は下記の通りであ

る。
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１１図書及び資料（1974年度末現在）

閃H1＄30,704冊

仏師迎慶の研究
修学院離宮の復原的研究
文化史論進
奈良時代佃房の研究

隙|灘鵜鮮の'鍔

写真123,311点

Ⅲ研究成果刊行物

奈良国立文化財研究所学報
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I畷4‘'銅ＺＵＩ'廿拍物裂の灰皿守田公夫
昭46節21冊研究論災Ｉ伊藤延男．1,,1|:!稔．長谷川誠．沢Ⅱ,正昭
昭48節22冊研究論災1１鬼頭清明．東野治之．阿部義平．11,1,1稔
昭‘19第23冊平城宮発掘調査報告Vｌ平城京左京一坪井．町11,．横川．宮本．藤原．佐藤．小笠原．吉Ⅱ１．沢1,1.

条三坊の調査川辺．小野．無崎．西口
宅第24冊高山一町並調査綴侮一建造物研究索

年度Ｉ名

奈良国立文化財研究所年搬

I’職

･狩野久・河原純之
･川中琢・岡田・狩野
11中琢・岡川・狩野

・巧匠喪阿弥陀仏快慶
寝殿造系庭園の立地的考察
レースと金地舎利燃に関する研究
・平城宮発掘調査報告Ⅱ官術地域の調査
平城宮発伽調査報告Ⅲ内裏地域の調査
’平城寝発伽調査報告Ⅳ官術地域の調脊

院家建築の研究

工藤圭章・IIiII』琢
・I､中琢・岡川茂弘

川原寺発掘調査報告
平城富跡可伝飛鳥仮蓋宮跡発掘調在報告

飛鳥寺発伽調査報告
中世庭園文化史
興福寺食堂発掘調査報告
文化史論叢Ｉ

|煎別｜雌入｜寄蝋

197.1

累訓

和漢雷’１‘3521s5912,211
洋諜’２５１１１０５１３５６
和漢稗’20‘75617,920128,676
洋諜｜’"''’28712,028

｜計



主要工事

(1)施設盤術

埋戯文化財センター研修梢舎新肖

藤原宮跡遺物収蔵棟哨I没

同I登外消火維設侭工

奈良圃立文化財研究所史料

1２，５４５

指定職|行政一|行政二|研究職|計

称 胆 者年度 塙 §uｌ

人件愛

連衡批

蛎業管理

一般研究

僻別研究

平城宮跡発捌調携

飛烏藤原寓跡発伽調森
平城宮跡雛術梼哩

藤原宮跡盤姉補理

飛鳥盗料館巡街

埋蔵文化財センター連憎

施設世

遮物|嫌'1野|平城|藤原隊料儲|計

－６９－

15,300千'１」

4,400

１，０８５

川沢皿
小林剛
ilIIII稔
小林剛
ＩｌＩＩＩＩ稔・ＩＩ１ｌｌ１琢・狩野・原秀三郎・枇111拓突・鬼頭・加藤優
ＩＩ１ＩＩＩ稔・狩野・加藤催
坪井・守田・川IＩ'稔・m1I1琢・狩野・原・横lH拓突・工楽善通‘
鬼頭・加藤優・岩本次郎
川!''稔・加藤優・永野温子
坪ルIIlll1稔・狩野・佐原・工楽・縦111・鬼頭・加藤・黒崎・
東野・今泉・綾村・山水
長谷川誠・鼎'１１将也

南無阿弥陀仏作善災(複製）
西大寺叡尊伝記集成
仁和寺史料寺誌編ｌ
俊乗坊耐原史料集成
平城宮木簡１図版
仁和群史料寺誌編２
平城宮木簡１解説（別冊）

唐招提寺史料１
平城轡水簡２ｌｘ１版・解説

11木美術院仏像嫌修理記録

第１冊
第２‐
第３
第４
鰯５１１
第６Ｉ
第５Ⅲ

IR29

IH30
IH38
IN39
聯'’
昭４２
昭4.1

第7111｝
第８冊

第９冊

５
９
４
４
沼
畷

奈良国立文化財研究所基準盗料

1973年度
-

1974年度

r6f蝿

譜称 机
山
一
一年 度塩

平城桝跡発冊I細査部考古第三I洲査窄
､F城宵跡発抑訓在部券･'11.節三訓在索|鯛鯉''1繍；

解説
解説

Ⅵ施設

土地23,371㎡（当所所櫛）

御1野地区5,126㎡飛脇黄料館16,902"ｉ

資料蛇揃件1,343抑『

985,130.99㎡（文化庁所管）

平城宮跡地Ⅸ932,9897ｆ

藤脈寓跡地区５２,''11.99㎡

〕進物

1Ｖ機構・定員

機構の改正

1974年４月12日橘令改正に伴い庶務部が設けら

れ従来の庶務課と会計課を統帖することとなった。

又新たに埋蔵文化財センター（教務室・考古計画

研究室・測並研究篭）が設けられた。

定員

’’’９
－

，’２２

225,275,83611」
360,191,398

15,385,165

25,114,()00

12,008,000

1139,884,745

89,333,000

１１，５９１，０００

５，１９１，０００

４４，１‘1１，４８８

２７，５４３，０００

217,638,000

歳

７

出’803,105,234隈

217

,08912ﾙ'0112,328

（琳負Iﾉ1訳）庶携部１浬戯文化財センター８

（減且内訳）庶務課１

Ｖ予算(1974年度）

計

亜要文化財
Ⅱl米谷家化宅

合計

奈良|剛立文化財研究所要頃

1５６

８１５６１８４
７１６２１９２ 堺務所

愈碓・収蔵IIlf
Wi庫
会談龍
諦蝋
写典宝
展示嶺
覆臆・展示陳
その他

4６５

４２

８９

４９

677

1,0.10

６１ １

７２４

２，７８１
１２８

６４

１２８
４８０

１，９３５
９１６

1５２
３９１

1,673

4,032
１４８

１４６

１９８

263

1,157

1,935
2.776

797

191

２０
４０

１０９

８６

２００



奈良国立文化財研究所年報

同自動火災警報装侭設置工

省庁別宿舎屋根瓦工

(2)平城宮跡地整備

境界土塁外２件工

緑陰帯造成外５件工

築地回廊及東楼基壊復原整備工

井戸跡復原工

瀧水施設工

1,150

1,684

28,900

48,600

22,500

8,950

28,800

Ⅶ人事異動

（1974年４月１日～1975年３月31日）

４月１日奈良工業高等専門学校庶務課長に昇任

寺尾敏明

庶務課課長補佐に昇任岩木次郎

平城宮跡発掘調査部考古第三調査室

長に外任森郁夫

辞職丹阪信次

文化庁に出向（同庁会計課管財係長に

就任）坂口義尚

文部技官採用百橋明穂・岩木正二・

川越俊一・山崎･信二

警務貝長に昇任木寅忠雄

技術補佐貝採用井上直夫

研究補佐貝採用llLIIll猛・尾上実

４月111~1庶務部長に昇任服部栄次

平城宮跡発掘調査部長に昇任鈴木嘉吉
も●

飛鳥藤原宮跡発掘調査部第二調査室長

に昇任富沢智士

埋蔵文化財センター長に配腫換

坪井満足

埋蔵文化財センター教務室長に昇任

藤田修

平城宮跡発掘調査部主任研究官に昇任

細見啓三

飛鳥藤原宮跡発掘調査部主任研究官に

昇任猪熊兼勝

埋蔵文化財センター主任研究官に昇任

：松沢亜生

平城富跡発掘洲森部考古第三調査室に

転任須藤隆

４月16日文部事務官採用上田博司

５月20日埋蔵文化財センター教務室教務係長に

昇任山崎一博

庶務部庶務課庶務係長に昇任井上政和

庶務部会計課経理係長に昇任加藤建夫

６月161~ｌ辞職上田博司

６月18日当研究所長に転任小川修三

文化庁次長に転任内山正

７月１日事務補佐貝採用西一典

９〃１日技能補佐貝採用乾春雄

10月１日会計課に転任冬野微

10月21日庶務部会計課専門職員に配臓換

日商参夫

庶務部会計課用度係長に昇任西I1I健三

12月31日埋蔵文化財センター考古計画研究室長

に配置換田中琢

２月１日事務補佐員採用中垣睦美

３月４日亦務補佐貝採用福田洋子

３月3011辞職吉川承ちこ・稲葉久子・

松石清子・毛利光用子

岸墨学＝､岸＝ご芦＝一画－ごニヘーーゴーニ＝望蓋ヨー公廷＝、鐸雪ヨハーニー回生－

飛鳥資料館開館所長式辞（要旨）

当資料館は既に皆様御承知のように，飛鳥地域すること」があげられており，ここに当賛料館の

の保存の施策の一環として設けられたものであり設随が決定したのであります。

ます。かえり染まするに昭和45年春のころから，これに基き文化庁は，翌46年４月，学識経験者

飛鳥地方の保存の声が俄かに高まり，国会方面にによる演料館設置準備会議を設け基本隣想を練る

おいても「飛鳥古京を守る議員連盟」が設立され，とともに，他方奈良県教育委員会に委嘱して建設

政府においては文化財保護瀞議会並に歴史的風土用地の買上に着手し，奈良県教育委員会はもとよ

審議会の答申にもとづいて，同年12月に至り「飛り土地所有者はじめ地元の御協力のもとに，ここ

,偽地方における歴史的風土および文化財の保存にに16,900㎡におよぶ倣地をさだめられたのであり

関する方策」の閣議決定をみたのでありますｶﾐ，ます。建物につきましては，基本設計を斯界の椎

その方策の中に｢歴史涜料館を明日香奥il'に設置威谷Ｉｌ吉郎博士にお願いし，博士のお力により飛

一７０－
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鳥の地にふさわしい設計が完成致しました。実施

設計並びに施工監理は建設省近畿地方建設局に依

嘱し，村本建設株式会社等が工堺を拠当すること

となり，昭和48年２月工を起し，昨49年２月に至

り御覧のような地上地下各一階，延2,440㎡の建

物の竣工を象たのであります。

この間において当盗料館を奈良脚立文化財研究

所に所属させることが決り，４８年４月省令が公布

され，飛鳥盗料館は当研究所の一部局として発足

することとなり，盗料館の目的は「飛鳥地域の歴

史的意義及び文化財に関し国民の理解を深める」

ことと定められ，その所掌事務としては「関係資

料を収集保管して観覧に供し，あわせて関連する

調査研究及び事業を行なう」旨が規定されたので

あります。

爾来，当研究所におきましては，さきに文化庁

に設けられた，設置準備会談の荻木構想にもとづ

いて，展示の内容方法等について鋭意検討を重ね，

出I拙者の方煮の御協力を得て展示盗料の蒐集に努

めるとともに，他方建物周辺の庭園工事に落手致

しました。しかし時節の影稗をうけ工蛎は当初の

予定より大lljに遅れ，また未完成の部分が相当残

されてはおりますが，第１期の工事を完成，本日

ここに開館の運びとなったのであります。

展示につきましては，1300年の背，１世紀余に

わたって都がおかれていたいわゆる広い意味の飛

烏時代，すなわち中脈I朝鮮の制度文化を取り入れ，

わが国にはじめて統一国家が形成されるに至る６

世紀末から８世紀初頭までに専ら主眼をおき，ま

た地域としては広く用いられる場合の飛鳥の地，

すなわち明日香村をはじめ，緩原，桜井両市およ

び高取町の一部を含む地域を対象とし，この地域

に造されております宮跡，寺跡，古戦並びにそれ

らからの出土品，仏教関係美術，石造物蝶の文化

財を中心として，展示を行なう覗とし，また飛鳥

の地に今なお残る万葉の風土に接する際の手がか

りともなるよう考えたのであります。そしてこの

資料館が当研究所に所属しているという点にかん

がみ，研究所としての当所が持っております全機

能を有機的に活用して，その充実を図ることに心

がけ，安易な啓蒙に砿することなく，正確な学術

的な基礎に立脚した股示を行なうことを基本とい

たしましたが，他方展示の方法等については専ら

平易な，また親し象易いものにするよう心がけ，

両者相まって飛鳥を訪れる年間20万に及ぶ各階層

の方点に役立ち得るよう，いささか意を用いたの

であります。しかしながら，言うは易く行なうは

難く，果して懲似Ｉしたところをどの稗度果し得た

か内心危倶の念をおぼえております。この費料館

はいわば小規模な歴史博物館の性格を持つもので

あり，国の設置するこの種の博物館としては初め

てのものであり，またわれわれの努力にも至らぬ

ところが極めて多かろうと,存じます。是非皆様方

の息輝ない御批判を賜りたいところでございます。

また開館後の来館者の怠見感想なども職極的に取

り入れ，絶えず改善を加えて参りたいと存じてい

ます。

この館の主要な部分は以上申し述べた常設展示

でありますが，今回開館に際し「仏教伝来一飛鳥

への道」と題して，仏教が日木に渡ってくるまで

を，アジア緒地域のすぐれた仏像をI|訓心として展

示する試糸を行ないましたが，この種の特別展示

も随時行ないたいと考えております。また庭園の

工事が未完成でありますが，順次屋外股示も行な

うつもりであり，建設予定地の事前発掘調査の際

に発見されました，本館右手にあります飛鳥時代

の澗組暗渠を整備して峻示に加えるよう計画致し

ております。展示のほか各種の普及活動も計画し

ており，特に資料閲覧室を設け，図灘盗料の閲覧

を行なうほか，質問にも応えるということも企図

しており，開館当初はまだ十分な準備が整ってお

りませんが，今後の充実を期しているところであ

ります。

以上開館にあたり当館設立の経過と，運憐につ

いての所存をいささか申し述べましたが，終りに

あたり当館開館までの各方面の御指導御協力に対

し心から感謝のまことをささげますとともに，御

来臨の皆様方には今後とも絶えず暖い御援助を賜

わりますようお願い申し上げ，私の式辞といたし

ます。

置笥一垂一二三＝一畠一ニミーーーーー一己＝一望一一星

－７１－
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Ⅷ組織規定

文部省設置法抜莱

昭和24年按維第146冊

昭和43年６月15円一部改正

第36条第43条に規定するもののほか，文化庁に

次の機関を置く。

国立文化財研究所（前後略）

第41条国立文化財研究所は,文化財に関する調

査研究，資料の作成及びその公表を行なう機関

とする。

２国立文化財研究所の名称及び位侭は，次のと

おりとする。

塩 称｜位股

東京国立文化財研究所｜東京都

奈良圃立文化財研究所｜奈良市

３国立文化財研究所には，支所を世くことがで

きる。

４国立文化財研究所及びその支所の内部組織は

文部糊令で定める。

文部省設置法施行規則抜華

昭和28年１月13日文部省令第２号,追加11N和43年６月1511

文部省令第20号，

昭和４５年４月17日文部省令第11号,昭和j8年４月12,

文部省令第６号，

昭和49年４月11日文部竹令第10号，

第５章文化庁の附属機関

第４節Ｉ刺立文化財研究所

第２款奈良国立文化財研究所

（所長）

第123条奈良国立文化財研究所に，所長をi置く。

２所長は所務を掌理する。

（内部組織）

鰯124条奈良国立文化財研究所に，庶務部，美

術工芸研究室，建造物研究室及び歴史研究室並

びに平城宮跡発掘調査部及び飛鳥藤原宮跡発掘

調査部を置く。

２前項に定めるもののほか，奈良伺立文化財研

究所に，飛鳥資料館及び埋蔵文化財センターを

置く。

（庶務部の分課及び事務）

第125条庶務部に，次の二課を置く。

一庶務課

二会計課

２庶務課においては，次の堺務をつかさどる。

一職員の人事に関する事務を処理すること。

二職貝の福利厚生に関する．‘肘務を処理するこ

と。

三公文書頬の接受及び公印の管守その他庶務

に関すること。

四この研究所の所掌覗務に関し，連絡調整す

ること。

五この研究所の所掌に係る遺構及び遺物の保

全のための審備に関すること。

六前各号に掲げるもののほか，他の所掌に屈

しない事務を処理すること。

３会計課においては，次の事務をつかさどる。

一予算に関する事務を処理すること。

二経独及び収入の決算その他会計に閃する'ｆ

務を処理すること。

三行政財産及び物I拙の管理に関する.11号務を処

理すること。

四庁舎及び設備の維持，管理に関する~‘jf務を

処理すること。

五庁舎の取締りに関すること。

館127条美術工芸研究室においては，絵画’彫

刻，工芸1W'’'１；跡その他建造物以外の右形文化

財及び工芸技術に関する調査研究を行ない，並

びにその結果の公表を行なう。

２建造物研究室においては，建造物に関する調

査研究を行ない，並びにその結果の公表を行な

う。

３歴史研究室においては，考古及び史跡に関す

る調査研究を行ない，並びにその結果の公表を

行なう。

（平城宮跡発掘調査部の六室及び事務）

第128条平城宮跡発掘禰査部に’考古第一調査

室，考古第二調査室，考古第三調査室’遺構調

査室，計測修景調査室及び史料調査室を瞳く。

２前項の各室においては，平城宮跡に関し，次

頂から第六項までに定めるＴｌｉ:務を処理するほか

その発掘を行なう。

３考古第一調査室，考古館二調査室及び考古節

三調査室においては，別に定めるところにより

分担して，進物（木簡を除く）の保存盤理及び

調査研究並びにこれらの結果の公表を行なう。

－７２－
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’１適職I凋査室においては，適職の保仔盤埋及び

捌査研究並びにこれらの結果の公表を行なう。

５計測修最調在窒においては，遺僻の!汁測及び

修餓並びにこれらに関するl凋代研究並びにこれ

らの結果の公表を行なう。

６史料調査室においては，木簡の保作整理及び

調査研究，史料の収集及び調在研究並びにこれ

らの結果の公表を行なう。

（飛烏藤原富跡発掘調査部の二室及び1i:務）

鮒129条飛鳥藤原宮跡発掘調査部に，第一I淵jff

室及び第二調査室を眠く。

２第一調査室及び第二Ｉ淵在蟻においては’それ

ぞれ藤原宮跡及び飛鳥地域における樹跡その他

の遺跡（藤原'9跡を除く）に関し，次の各吟に

掲げる事務を処理するほか,その発伽111凋査を行

なう。

一遺構及び遺物の保存盤理及び調炎研究並び

にこれらの結果の公表

二遺構の計測及び修欺並びにこれらに関する

澗迩研究並びにこれらの結果の公災

三史料の収集及び閥ifiﾐ研究並びにこれらの結

果の公表

（飛鳥盗料館）

第130条飛鳥盗料館においては，ノ|§,鳥地域の歴

史的怠獲及び文化財に関し，ＩＲＩ民の理解を深め

るため，この地域に関する考古盗料，歴史盗料

その他の演料を収集し，保櫛して公衆の観覧に

供し，あわせてこれらに関するI淵企研究及び．‘ｌｆ

紫を行なう。

（飛鳥費料館の館長）

節'３１条飛鳥賓料館に’館長を股く。

２館長は，館務を掌理する。

（飛烏資料館の二室及び'1f勝）

鋪132条飛鳥資料館に，庶務室及び学芸室を瞳

く。

２庶務室においては，飛胤盗料館の庶務，会計

等に関する､１１胃務を処理する。

３単芸室においては，次の小:勝をつかさどる。

一飛烏地域に関する考占盗料，建造物，絵画，

彫刻，典餅，Ｉ【Ｉ･文.順I}その他の資料の収集，保

符，股示，催ケ，模造，写真の作成，調炎研

究及び解脱を行なうこと。

二飛烏地域に関する似l杵，写真その他の資料

の収集，盤珊，保描:，展示，閲覧及び調査研

究を行なうこと。

三飛〔!』盗料館のりi:業に関する出版物の編集及

び刊↑i並びに杵及fi:伝を行なうこと。

（埋蔵文化財センター）

第133条埋蔵文化財センターにおいては，吹の

嚇務をつかさどる。

一塊肱文化財に関し,淵侭研究及びその結果の

公表を行なうこと。

二埋職文化財の,淵介及び保作整理に関し，地

方公共剛体の地蔵文化財I凋査関係職員その他

の関係苫に対して，専門的，技術的な研修を

行なうこと。

三埋蔵文化財の渦fif及び保仔整理に関し，地

方公共|､１１体の機関その他関係の機関及びﾄﾊ体

等の求めに応じ，’1j〔門的，技術的な指騨及び

助高を行なうこと。

（地蔵文化財センターの長）

鮒134条雌戯文化財センターに長を随く。

２前喚の良は，」fl1戯文化財センターのJIi:勝を蝋

理する。

（埋蔵文化財センターの三宝及びｿ務）

第153条埋城文化財センターに，教務室，考・11,．

計1曲i研究宝及び測Ｉｌｔ研究室を置く。

２教務室においては，研修の実施に関する1i:務

を処理するほか，埋蔵文化財センターの庶務に

関する11f勝をつかさどる。

３簿古計lII1i研究寵においては，第133条各号に

禍げる'1i:勝（測雌研究室の所掌に属するものを

除く）をつかさどる。

４測地研究策においては，埋蔵文化財の測11tに

関し，第133条什号に猫げる'１１:務をつかさどる。

－７３－
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